
2003年に作業療法士免許を取得し、民間の精神科病院で精神科作業
療法および精神科デイケアに長く従事し、良くも悪くも精神科医療
の振幅の大きさを体感した。

2015年、南信病院（長野県）において県下では初となるリワークプ
ログラムの立ち上げを主導した。

この頃より、職場復帰支援、うつ病リハビリテーションが自身メイ
ンストリームとなり、さらに広い視野から「働くことと健康」につ
いて学びたいと考え、産業医科大学大学院医学研究科産業衛生学専
攻博士後期課程に進学。

作業療法士としては唯一となる産業衛生学の博士号を取得した。現
在、研究では作業療法士による職場のメンタルヘルス対策の介入方
略および効果の検証を行っている。

2017年より神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部リハビリテーショ
ン学科助教、2024年より湘南医療大学保健医療学部リハビリテー
ション学科准教授（現職）。

日本作業療法士協会メンタルヘルス等産業保健推進委員会委員長、
日本産業精神保健学会代議員、日本うつ病作業療法研究会理事のほ
か、産業精神保健に関心ある作業療法士の有志で作る「産業保健作
業療法研究会」の活動も行っている。

趣味はクラシック音楽、嗜好品はコーヒー（自分でも焙煎しま
す）。アルコールは痛風のため休止中。
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